
近年, 多くの学術雑誌が電子ジャーナル化しており, 日
本では科学技術振興機構が構築した科学技術情報発信・流
通総合システム J-STAGE上で, 日本動物学会の｢Zoologic-
al Science｣や日本生物物理学会の｢Biophysics｣, ｢生物物
理｣, 日本生理学会の｢Japanese Journal of Physiology｣,
日本応用動物昆虫学会の｢Applied Entomology and Zoolo-
gy｣, ｢応用動物昆虫学会誌｣など200近い学術誌が提供され
ている｡ また, 日本動物学会と日本植物学会の和文情報誌
｢生物科学ニュース｣も, 数年前から学会ホームページ上で
の閲覧やPDFファイルのダウンロードができるようになっ
ており, このような学術誌のオンライン提供は今後もます
ます増える傾向にある｡ ここでは, J-STAGE の概要と他
学会における学会誌電子化・Web 提供化の経緯を紹介す
るとともに, 本誌｢比較生理生化学｣を電子化・Web 提供
する場合のメリットと手順について考えてみたい｡

１. 科学技術情報発信・流通総合システム J-STAGE
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��)とは�独立行政法人科学技
術振興機構���(旧科学技術振興事業団)が情報学研究所
���(旧文部省学術情報センター������)と連携して����
年から運用を開始した科学技術情報発信・流通総合システ
ム(���	���   !"#���
!"#�!��!"	�)である｡ この�������
では�科学技術情報の発信・流通の迅速化と国際化を図る

ために�学術雑誌の電子ジャーナル化支援�日本の科学技
術情報の電子化促進�電子ジャーナルの特長を活かした科
学技術情報の発信�インターネットによる科学技術情報流
通の促進�研究成果の迅速な発信・流通による国内外での
研究評価の向上�研究成果の迅速な発信・流通による研究
開発の促進�引用情報のリンクによる研究情報の効率的な
利用�などの取り組みが推進されている｡
�������の主な機能は��)公開機能：電子ジャーナ
ルの閲覧・検索�引用文献リンク・被引用文献リンク�購
読者認証・電子付録・エラータ�アクセス統計データ配信；
$)編集機能：目次・引用文献の作成支援；%)投稿審査機
能：オンライン投稿審査システムの提供など(図�)｡ これ
らのうち�������を利用する読者・閲覧者にとって最
も便利なのが�公開機能の双方向性引用文献リンクであろ
う｡ �������は��
�&����&'()
�����##*
���+��
など国内外のリファレンスサイトと協力関係にあり���

�����に登載された論文はこれらリファレンスサイト経
由でさまざまな電子ジャーナルサイト上に登載された論文
と相互リンクされている(図$�%)｡ この相互リンクのお
かげで��������から外部サイトへ�外部サイトから��

�����へ�双方向性かつシームレスな引用文献情報の入
手や論文のオンライン閲覧が実現される｡

引用文献リンクの具体例を示そう｡ 図,は��������
から外部サイトへのリンク概要である｡ �������に登載
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図 1 . J-STAGEの概要
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された論文の引用文献に一覧(図�左上)には�引用文献リ
ンクを示す｢���｣ボタンがあり�これをクリックすると�
���リンクセンター画面で引用文献の書誌情報と��	��

��
����������������
���などリンク先外部サイト
が表示される(図�右上)｡ ここでそれらのリンクボタンを
クリックすると�外部サイト上にある引用文献情報を呼び
出すことができる(図 �下)｡ 図 �に示した例では���

�����登載論文の引用文献一覧(図�左)から���リン

クセンター画面(図�中央)を経由して�
��
��上の文献
アブストラクト(図�右)に辿りつくことができ�さらに出
版元�����	��の���サイトで全文テキストの閲覧ま
で可能となっている｡
図�は�外部サイトから�������へのリンク概要であ
る｡ � ��!����	������
����
��
�����������な
ど外部サイトの画面内(図�左)には�������へのリン
クボタンが埋め込まれており�これをクリックすると���
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図 2 . J-STAGEの提携先サイト

図 3 . J-STAGEの双方向性引用文献リンク
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図 4 . J-STAGE から外部サイトへのリンク ������	登載論文の引用文献一覧にある｢�
�｣ボタンをクリックす
ると����リンクセンター画面で引用文献の書誌情報と�
���������������������������などリンク先外部
サイトが表示され�ここからダイレクトに引用文献を呼び出すことができる｡

図 5 . J-STAGE から PubMed へのリンク例 この例では�������	登載論文の引用文献一覧から���リンクセン
ター画面を経由して�������上の文献アブストラクトに辿りつくことができ�出版元	
�	��	�の���サイト
で全文テキストの閲覧まで可能となっている｡



経由で�������の該当文献(図�右下)にジャンプする
ことができる｡ 図	に示した例では
��
���検索画面の
リンクボタン(図	左)をクリックすることで
�������
上の論文(図	右)が表示される｡ 図�は
�������内相
互リンクの例である｡ �������に登載されたある論文
�(��������������；図 �左)が論文 �を引用し
��

�����登載の別論文 �(�������������� ；図 �右)
から引用される関係にあるとき
論文�から論文�へは
｢�!�｣リンクボタンを
論文�へは｢�!��"���｣リンクボ
タンをクリックしてジャンプすることができる｡
���#年 月��日現在
�������に登載中の学術雑誌は
���誌(医学・薬学##
工学#�
生物科学$�
物理学��
化
学��
学際・科学一般��)で
申請中のものを併せると総
数� 	誌(��	学協会)に達するという｡ これら学術誌を発行
する学協会にとっての�������利用のメリットは
学術
誌に掲載された内容を国内外へ広く発信し
学会活動の宣
伝・活性化が図れることにある｡ 全文の提供がなくても

論文のタイトルや抄録をインターネット上で公開すること
で
より多くの人の目にとまり
著者への論文別刷請求が
増えたり
学術誌への投稿や
学術集会への参加
学会入
会が増えたりすることも期待できる｡ また
�������の
電子ジャーナルでは
高精細画像や動画・音声などの電子
付録(�論文#��
�論文#ファイル
合計����まで)も

可能なため
経費を掛けずに記事・論文に付加価値をつけ
て読者にアピールできる点も見逃せない｡
冊子体では
印刷費が嵩むカラー写真の掲載が制限され
がちだが
電子版では白黒でもカラーでも掲載するための
作業がほとんど変わらないので
経費負担増なしに複数の
カラー写真が掲載可能となる｡ 実際
｢日本比較内分泌学
会ニュース｣では電子版のみで毎号数枚のカラー写真が掲
載できるようになっている｡ また
経済性という意味では

学会誌を冊子版から電子版に移行することで
冊子版の印
刷・配布に掛かる費用は少なくなり
経費節約につながる
ことも発行者サイドのメリットといえる｡ なお
��

�����のシステムと運用ツールは無料提供されるため

学協会が負担する経費は�������登載用データ作成と
登載作業に掛かる費用のみである｡

２. 他学会における学会誌電子化・Web 提供化の経緯

日本比較内分泌学会では
大会プロシーディングスと和
文情報誌｢日本比較内分泌学会ニュース(����ニュース)｣
の電子化を����年から検討し始め
����年 �月から ��

�����を利用した%�
版と冊子版の並列発行を始めた｡
ここではその経緯を紹介する｡
まず
����年�月～��月に学会ホームページや年次大会
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図 6 . 外部サイトから J-STAGE へのリンク �()��*
�+,�
�-�*��)�
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���
�)�../�0など外部サイトの
画面内に�������へのリンクボタンが埋め込まれており
これをクリックすることで�������の該当文献に直
接ジャンプすることができる｡



の総会で日本比較内分泌学会ニュース電子化の意向をアナ
ウンスし�����年�月～��月には一般会員を対象として電
子化に関するアンケート調査を実施した｡ そのアンケート
結果の一部を図�に示す｡ このアンケートでは�電子化・
��	公開への賛同者が多いものの�電子版への完全移行
(冊子体の廃止)や電子版の会員外への公開には否定的な意

見も少なくないことがわかった(円グラフ)｡ 自由記述欄を
みると�宣伝効果を期待しての積極的公開意見がある一方
で�学会員の特権保護のために学会員以外への公開を控え
るべきとの意見も多く寄せられた｡ 冊子版から��	版へ
の移行については�ネットワーク環境の整っていない学会
員への配慮やどこでも気軽に読める冊子版のメリット�検
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図 8 . J-STAGE 内相互リンクの例 ��
����登載のある論文�(��������������；図左)が論文�を引用し���


����登載の別論文�(������ ���������；図右)から引用される関係にあるとき�論文�から論文�へは｢���｣
リンクボタンで�論文�へは｢������� ｣リンクボタンでジャンプすることができる｡

図 7 . PubMed から J-STAGE へのリンク例 この例では�!�	"� の検索画面から��
����上の論文へ直接ジャン
プ可能である｡



索機能が強化される���版のメリットなどを指摘するコ
メントが多く�当分の間は冊子版と���版の併用が望ま
しいこともわかった｡ また�アンケート回答手段の分布
(帯グラフ)は�インターネット(���または電子メール)
利用者とそれ以外(郵便・���・手渡しなど)の利用者がほ
ぼ同じ割合であったことから�このアンケートがネットワー
ク環境の整った学会員の意見だけを吸い上げたとは考えに
くく�おそらく�ある程度は学会員全体の意見分布を反映
しているものと評価できた｡

�		
年 �月には学会広報委員が科学技術振興事業団
(�
�)の��
����担当者から概略説明を受け�その年
�

月の年次大会では一般会員向けの��
����説明会を開
いた｡ �		
年
�月以降は�学会広報委員�印刷会社担当者�

��
����担当者を中心に��
����利用のための本格的
な準備(利用申請手続き・実務者講習会の受講・登載デー
タ作成・購読者認証設定など)を進め�一般会員には適宜
ホームページや学会ニュースで状況を報告した｡
�		�年�月に掲載された会員向けアナウンス資料の一例
を図
	に示す｡ この資料では�学会ニュースを電子化・
���公開した際に得られるメリットを経費面・機能面で
整理している｡ 経費面では�学会ニュース配布費用(年間
約�	万円)の軽減が学会としての最大のメリットであり�

学会員総数の約 
��～
��(
��～��	名)が冊子版受取

を停止して���版閲覧に移行すれば年間約
	～�	万円の
出費減が推定できる｡ ただし����版作成には�検索用テ
キストファイルと���ファイルの作成費など年間約
	万
円の出費増が予想されるので�学会員総数の約
��(
��
人)以上が冊子版受取停止・���版閲覧に移行しない場合
は�学会ニュースの部分的���版移行に伴って赤字が出
るというデメリットも予測される｡ 機能面でのメリットと
しては�前述の��
����の機能や���版特有の検索機
能・データベース機能の強化を挙げている｡

なお��		�年�月から��
����に登載された学会ニュー
スでは�前述アンケートで指摘された学会員特権保護希望
に応じるため�目次のみを学会員以外にも公開し�全文閲
覧は会員専用の��とパスワード入力で認証される学会員
限定公開方式とした(図

)｡ また���
����運用上の制
限から�学会ニュースに含まれる情報のうち論文体裁の
｢特集｣�｢エッセイ｣�｢トピックス｣�｢テクニカルノート｣
などの記事だけが ��
����に登載され�それら以外の
｢学会カレンダー｣�｢学会印象記｣�｢事務報告｣などの全情
報を含む完全版電子ファイルは学会ホームページから学会
員限定配布されることになった｡
日本比較内分泌学会ニュースは�電子化・���提供を
始めて約�年半経過し����上に���
		(�		
年�月号)
～���

�(�		�年�月号)の�年分が掲載済みである｡ そ

����������� (�		�) ��

図 9 . 学術誌の電子化に関するアンケー
ト例 日本比較内分泌学会が�		
年に行っ
たアンケートでは�電子化への賛同者が
多いものの�電子版への完全移行(冊子
体の廃止)や電子版の会員外への公開に
は否定的な意見も少なくないことがわか
る(円グラフ)｡ また�アンケート回答手
段の分布は�これらの意見がインターネッ
ト利用志向の強い会員からの偏ったもの
ではないことも示している(帯グラフ)｡



ろそろ学会として�著者への論文別刷請求�学術誌への投
稿�学術集会への参加�学会入会�経費増減など数字に表
れる変化や学会員からの声などに基づいてメリット・デメ

リットを検証し�今後の方向性を再検討すべき時期かもし
れない｡
ちなみに�日本動物学会の和文情報誌｢生物科学ニュー
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図10. 学術誌の電子化に伴うメリッ
ト例 日本比較内分泌学会ニュー
ス(����ニュース)を電子化・�	


公開した際に得られるメリットを
経費面・機能面で整理した会員向
け資料(����年�月掲載)｡

図11. J-STAGE に登載された
論文の購読者認証 �
�����

登載版の日本比較内分泌学会
ニュースでは�目次のみを学会
員以外にも公開し�全文閲覧は
学会員限定で公開しているた
め�全文閲覧しようとすると会
員専用の��(講読者番号)とパ
スワードの入力が要求される｡



ス｣は����年�月号以降が���上で学会員以外にも全文
公開されるが�英文誌｢�		
	��
�
�
���
�｣は����年～
����年の�	
���(�	��)～��(�	��)が学会員以外にも全
文公開�����年の�	
���(�	��)以降が学会員限定公開と
なっている｡

３. ｢比較生理生化学｣の電子化・Web 提供化

図��に示した経済面・機能面のメリットは�本誌｢比較
生理生化学｣を電子化・���提供する場合でもほぼ同様と
考えられる｡ �������は�����年�月のバージョンアッ
プで大幅に機能強化されており��������利用による機
能面のメリットはさらに大きくなったはずである｡ ただし�
この�������を利用して｢比較生理生化学｣を電子化・
���提供するには��)学会員以外へ公開される情報範囲�
�)学会員の認証��)�������に登載できない記事の扱
い��)電子化・���提供に伴う実務負担と経費負担�な
どを考慮する必要がある｡
学会員以外へ公開される情報範囲については��		
	���

�
�
���
�や日本比較内分泌学会ニュースの例に倣って�
目次・抄録あるいは目次・抄録・引用文献・被引用文献の
み一般公開(全文 !"と電子付録は学会員限定公開)とす
るのが最有力候補であろう｡ この範囲なら�������の
標準仕様で対応できるはずである｡ この場合�英文の目次・
抄録を整備することが望ましいが�未整備でも�������
登載は可能である｡ 学会員の認証についても�学会員限定
公開部分を含む場合の必須事項であるが�学会員専用の

ＩＤ(購読者番号)とパスワードを発行することで ��

�����に対応できる｡
�������に登載できない記事(｢若手の会コーナー｣�
｢学術集会｣�｢ニュース｣など)の扱いは�難しい問題を含
むが�日本比較内分泌学会ニュースのように全情報を含む
完全版電子ファイルを�������以外の別サイトから学
会員限定配布することで対応するしかない｡ ただし�学会
ホームページを置く国立情報学研究所の学協会情報発信サー
バ(#$$%&''((()	
������
�*%')は�利用できるディスク容
量制限(上限��+)などから学術誌ファイルの長期保存場
所としてあまり薦められない｡ 無料提供されるサーバとし
ては�,-.�(大学病院医療情報ネットワーク ＝ ,��/�0�

)�$1 2	)%�$�
-�3�
�
.�4	05�$�	� ��$(	06)提供の
｢会員制ホームページサービス｣が候補となるだろう｡
電子化・���提供に伴う実務負担と経費負担について

は��������搭載用のデータ作成と公開データ編集を誰
(印刷会社あるいは学会)が担当するが問題となる｡ 参考ま
で��������における電子ジャーナル編集・制作の手順
を図��に示す｡ ちなみに�日本比較内分泌学会ニュースで
は��������登載データ作成を印刷会社�公開データ編
集を学会広報委員が分担し�別サイトの完全版電子ファイ
ル公開作業を学会広報委員が担当している｡
何事でも新しいことを始めるためには充分な議論と周到
な準備が必要となるが�このような学会誌の電子化・���
提供は時代の流れでもあり�会員サービス拡大の意味でも
ぜひ早期実現をお願いしたいものである｡
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図12. J-STAGEにおける電子ジャーナル編集・制作の手順


